








IgA 腎症と紫斑病性腎炎のうち組織変化の強い 5 例について連続 5 日間,消費カロリ一量

と Ccr,FENa,1 日 BUN 排泄量(U-BUN),尿蛋白排泄量(U-TP)と尿蛋白分子量別分画について

検討した。消費カロリーの日差振幅率は非常に少ないのにかかわらず,Ccr,FENa,U-BUN,U-

TP,分子量 7万以上,アルブミン,分子量 4万以下の蛋白の日差振幅率は大きかった。


